
はたちの記念写真を残したいお客様

お下見もちろんOKです！ お気軽にご来店下さい！

早い予約がゼッタイお得!
今ならご希望の時間にはたちの
つどい当日のお支度(着付け)
予約ができます。

振袖コーディネート

無料ご試着体験会
開催中！！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が選ばれるポイント

駐車場15台完備

まずはお電話でご予約下さい。お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

8.8万円～
振袖レンタルプラン振袖レンタルプラン
１０点セット、前撮り時、
ヘアメイク・着付け無料※

※ご成約金額より特典内容が変わります。

１０点セット、前撮り時、
ヘアメイク・着付け無料※

※ご成約金額より特典内容が変わります。

（税込）

3.3万円～
スタジオパックプランスタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、
撮影料、お写真1ポーズ付

（税込）

4,400円～
ママ振・姉振プラン（丸洗い）ママ振・姉振プラン（丸洗い）
小物ご購入、お手入れ、
寸法直し
小物ご購入、お手入れ、
寸法直し

（税込）

1,980円～（税込）

2024年・2025年にはたちのつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

ゆかたを着て
花火大会・お祭りへ行こう!

ゆかたシーズン到来!ゆかたシーズン到来!

仕立上りゆかた
大セール市開催

全ての
プラン

8/31木
まで

完 全 予 約 制振袖のお下見については
完全予約制です｡

○セブン
イレブン

■

▲
静
岡

焼津港▶

焼津港▶

アンビア
タクシー

ホテル
シーラック
パル焼津○

市営
駐車場

静
岡
中
央
銀
行

○アンビア○アンビア

○
タイムズ
駐車場

○
タイムズ
駐車場

焼津高校

マンションエキチカ○
温 泉
くろしお

○

○○

○
○

○

○

○

○
おいべっさん

(駅より300ｍ）

当店駐車場
公園

東小学校

郵便局

駅前通り商店会

焼津駅前
整形外科

薮
崎
新
聞
店

肉
の
石
割
さ
ん

東海
道本
線

静岡
▶

焼
津
駅

P

▲焼津インター

い
ち
ょ
う
通
り

小石川

県
道
4
1
6
号
（
旧
国
道
1
5
0
号
線
）

貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

着付けご相談下さい。
（浴衣ご購入のお客様、営業時間内に限ります）

数量
限定
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オ
ー
プ
ン
の
き
っ
か
け
は

　「
ふ
る
さ
と
世
界
の
昆
虫

館
」
が
昨
年
三
月
に
休
館
と
な

り
、
取
り
壊
し
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
昆
虫
館
の
原
木
館

長
が
、
建
物
と
昆
虫
標
本
の
藤

枝
市
へ
の
寄
贈
を
申
し
入
れ
、

地
元
の
朝
比
奈
龍
勢
保
存
会
も

伝
統
文
化
の
大
龍
勢
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
拠
点
と
し
て
の
活

用
を
訴
え
、
昆
虫
館
の
標
本
と

大
龍
勢
の
展
示
を
併
設
し
た
建

物
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
悲
願
の
龍
勢
展
示
館

　
運
営
主
体
で
あ
る
朝
比
奈
楽

　
石
野
雲
嶺
は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）、
近
江
国
膳ぜ

ぜ所

（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
藩
士
浅

沼
家
に
生
ま
れ
、
文
化
年
間
に

藤
枝
宿
上
伝
馬
町
の
旅は

た
ご籠

「
ふ

じ
屋
」
を
営
む
石
野
家
の
養
子

と
な
り
六
代
目
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
雲
嶺
は
号
で
、
藤
枝
の
文

人
・
大
塚
荷か

渓け
い 

に
詩
の
手

そ
こ
知
り

志
太物

語
ほ
ど
き
を
受
け
、
文
化
四
年

（
一
八
二
一
）、
二
十
七
歳
の
時

に
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
七
に
作

品
が
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
さ
ま

ざ
ま
な
詩
集
に
作
品
が
収
録
さ

れ
、
世
間
か
ら
は
「
駿
河
の
富

士
か
、
雲
嶺
か
」
と
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。
田
中
藩
主
本ほ

ん
だ
ま
さ
も
り

多
正
訥

も
、
三
人
扶ふ

持ち

を
支
給
し
、
藤

枝
宿
年
寄
次
席
に
取
り
立
て
た

と
い
い
ま
す
。

　
詩
集
と
し
て
は
、
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）、
五
十
歳
の
時
に

「
雲
嶺
樵し

ょ
う
き
ょ
う

響
」
を
刊
行
。
安

駿
河
の
富
士
か
雲
嶺
か
と
賞
賛

晩
年
は
別
荘
皆か

い
ば
い
え
ん

梅
園
で
暮
ら
す

皆
梅
園
当
時
の
井
戸
が
残
っ
て
い

ま
す
。

お
た
け
せ
ん
べ
い
の
誕
生

　
雲
嶺
没
後
、
皆
梅
園
は
娘
が
守

っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
荒
廃

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
藤
枝
の
銘
菓
と
し
て
知
ら
れ
る

「
お
た
け
せ
ん
べ
い
」
は
、
こ
の

梅
屋
敷
の
梅
の
花
び
ら
を
か
た
ど

っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
嶺
の
交
遊
関
係
は
、
詩
人
・

画
家
・
書
家
・
田
中
藩
士
・
地

域
の
文
化
人
な
ど
幅
広
く
、
雲

嶺
古
希
の
祝
い
の
と
き
に
、
田
中

藩
士
か
ら
贈
ら
れ
た
色
紙
に
は
、

五
〇
数
名
に
の
ぼ
る
藩
士
の
名
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
雲
嶺
の
書
は
、
隠い

ん
じ
ゃ者

の
風
格
が

あ
る
と
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
雲
嶺
は
俳
諧
・
三
味
線
・

長
唄
な
ど
に
も
秀
で
、
多
芸
な
人

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
明
治
三
年
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。
八
十
一
歳
で
し
た
。
墓

は
、
藤
枝
四
丁
目
の
妙み

ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
に
あ

り
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）

会
会
長
で
、
朝
比
奈
龍
勢
保
存

会
の
石
井
会
長
は
、「
以
前
か

ら
大
龍
勢
の
展
示
館
は
地
元
の

悲
願
で
し
た
。
今
回
、
こ
う
し

た
形
で
世
界
的
に
貴
重
な
標

本
が
あ
る
昆
虫
館
と
併
設
す

る
形
で
実
現
で
き
た
こ
と
は

何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
館
内

に
は
地
元
の
伝
統
行
事
を
紹

介
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
地

域
の
宝
と
し
て
育
て
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
通
用
す
る
昆
虫
館

　
昆
虫
館
の
原
木
直
美
館
長
は
、

貴
重
な
標
本
が
こ
う
し
た
形
で

展
示
継
続
と
な
り
、「
引
き
続

き
、
地
域
の
人
た
ち
や
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
場
所

と
し
て
、
有
り
続
け
て
も
ら
え

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
か
ら
も
高
い
評
価
を
頂

い
て
い
る
の
で
、
龍
勢
と
と
も

に
、
地
域
の
宝
と
し
て
、
見
守

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

大
龍
勢
の
展
示
と
映
像
紹
介

　
大
龍
勢
コ
ー
ナ
ー
は
、
十
三

の
「
連
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー

プ
の
法
被
と
の
ぼ
り
、
龍
勢
の

歴
史
解
説
や
古
文
書
、
道
具
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
館
に

合
わ
せ
て
、
大
龍
勢
の
ド
ロ
ー

ン
映
像
や
龍
勢
に
取
り
付
け
た

カ
メ
ラ
の
映
像
な
ど
大
迫
力
の

映
像
は
見
所
満
載
で
す
。

世
界
に
誇
る
昆
虫
標
本

　
昆
虫
標
本
は
、
蝶
や
カ
ブ
ト

ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
数
千
に

及
び
ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い
な

い
標
本
も
見
せ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
下
記
の
志
太
新
名
物

探
訪
を
ご
覧
下
さ
い
。

政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
、
古こ

希き

を
祝
っ
て
孫
と
門
人
ら
が
『
香か

国こ
く
い
せ
い

為
政
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

皆
梅
園
誕
生
秘
話

　
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
上

野
寛
永
寺
と
日
光
輪り

ん
の
う
じ

王
寺
の
住

職
を
務
め
た
東と

う
え
い
だ
い
お
う

叡
大
王
か
ら
紅
梅

一
株
が
雲
嶺
に
下か

し賜
さ
れ
ま
し
た
。

梅
を
愛
し
た
雲
嶺
は
、
庭
に
梅
樹

ば
か
り
三
百
株
を
植
え
て
皆
梅
園

と
名
付
け
ま
し
た
。
梅
屋
敷
と
も

よ
ば
れ
た
皆
梅
園
は
、
金

こ
ん
こ
う
き
ょ
う

光
教
藤

枝
教
会
の
あ
た
り
に
あ
り
、
今
も

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

「
朝
比
奈  

龍り
ゅ
う
せ
い勢
・
昆
虫
館
」開
館

道
の
駅
・
玉
露
の
里
敷
地
内
に

幕
末
期
の
詩
人 

石
野
雲う

ん

嶺れ

い

朝
比
奈　

龍
勢
・
昆
虫
館

志
太
新
名
物
探
訪

り

ゅ
う

せ
い

▲桑原桂叢が描いた皆梅園

▲金光教藤枝教会に残る井戸

▲雲嶺書「賜春館」

▲梅の花の形のおたけせんべい ▲石野雲嶺の墓

　
六
月
二
十
四
日
、
道
の

駅
玉
露
の
里
に
「
朝
比
奈

龍
勢
・
昆
虫
館
」が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
世
界
の
昆
虫

館
」
が
、
昨
年
三
月
に
休

館
と
な
り
、
新
た
に
こ
の
地

区
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
龍

勢
」
を
伝
え
る
拠
点
と
し

て
十
三
の
連れ

ん

の
法
被
や
の

ぼ
り
な
ど
の
展
示
と
映
像
に
よ

る
紹
介
機
能
を
新
設
し
ま
し

た
。

　
昆
虫
館
は
世
界
中
の
蝶
や
カ

ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
数

千
の
標
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
九
時
半
か
ら

十
六
時
。
月
・
木
曜
休
館
。
入

館
料
は
大
人
三
百
円
、
こ
ど
も

二
百
円
。
新
舟
一
二
一
四
―
五
。

石
井
石
井  

慶慶ち

か

ち

か

久久ひ

さ

ひ

さ

原
木
原
木  

直直な

お

な

お

美美みみ

朝
比
奈
楽
会
会
長

昆
虫
館
館
長



●
む
る
ぶ
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
ト
は
い
つ
も
美
味
し
そ
う

な
も
の
が
紹
介
さ
れ
る
の
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

●
柳
屋
本
店
の
社
長
さ
ん
が
こ
ん
な
歴
史
を
持
っ
て

い
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

●
心
と
身
体
の
健
康
法
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
に
な
っ
て
く
る
と
あ
ち
こ
ち
調
子
が
悪
い

と
こ
ろ
が
出
て
き
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め
色
々

と
た
め
し
て
い
ま
す
が
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ

り
こ
れ
か
ら
も
こ
の
記
事
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
心
と
身
体
の
健
康
法
で
思
い
違
い
を
し
て
い
る
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
是
非

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
過
ご
す
と
こ
で

し
た
。

●
志
太
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
る
催
事
（
マ
ル
シ
ェ

等
）
を
載
せ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

●
地
元
の
事
件
簿
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

●
先
日
、
田
中
城
下
屋
敷
の
家
康
鷹
狩
り
記
念
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
常
設
の
展
示
物
に
替
わ
り
家

康
一
色
に
な
っ
て
い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
い
つ
も
興
味
深
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
今
号
の
特

集
、む
る
ぶ
流
健
康
法
、既
に
何
度
か
ご
紹
介
あ
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
毎
回
興
味
深
く
、
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し

め
る
記
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

●「
地
元
の
事
件
簿
」
は
、
新
聞
に
は
記
載
さ
れ
な

い
実
際
に
身
近
に
起
こ
っ
て
い
る
事
件
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
危
機
管
理
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

●
冷
た
い
麺
特
集
が
お
い
し
そ
う
で
、
さ
っ
そ
く

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
初
夏
で
す
ネ
エ
。

●
釣
り
が
趣
味
な
の
で
「
三
浦
愛
」
さ
ん
の
「
し
ず

お
か
釣
り
旅
の
ス
ス
メ
」
を
購
入
し
て
、
料
理
も

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
三
浦
愛
さ
ん
の
行
動
力
に
び
っ
く
り
、
好
き
な
事

に
突
き
進
む
人
生
っ
て
素
敵
で
す
。

●「
志
太
物
語
」
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
地
域

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
の
人
生
を
知
る
こ
と
は
、

地
元
に
住
む
市
民
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

●
冷
麺
特
集
よ
か
っ
た
で
す
。
個
人
的
に
は
も
っ
と

し
ぼ
っ
て
「
冷
や
し
中
華
」
特
集
で
も
い
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

●
む
る
ぶ
コ
ラ
ム
「
一
語
一
会
」
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
短
く
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
文
の
中
で
、
よ
い
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
る

か
ら
で
す
。
企
画
書
を
通
し
て
、
行
動
や
表
現
、

見
出
し
の
大
切
さ
を
私
は
感
じ
ま
し
た
。
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あ
と
思
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す
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●
い
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ん
な
健
康
法
が
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ん
で
す
ね
　
無
理
の
な

い
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
や
っ
て
み
ま
す
。

●
む
る
ぶ
コ
ラ
ム
「
一
語
一
会
」
も
興
味
深
く
拝
読

致
し
ま
し
た
。な
る
ほ
ど…

と
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

★
む
る
ぶ
の
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む

る
ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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ご
意
見
・
ご
感
想

「一語一会」むるぶコラム

　あえてダメな部分を伝えることも大切です。八
百屋でまだ早めで食べ頃ではないこと、かなり
熟していてすぐに食べないと駄目なことをお客
様に伝えます。同じものでもその長所と短所を
正確に伝えると「伝わる」情報になるのです。見
た目は悪いけども美味しいなども情報を具体的
に伝えることでお客様に本当が「伝わる」わけで
す。▲伝えたいことには「事実」と「感情」があり
ます。妻が夫に今日、腹が立ったことを話した
時、夫はそんなの会社では良くあるよと答えま
す。妻が伝えたかったのは起きた「事実」ではな
く、腹が立ったという「感情」の部分です。夫に
は感情を共有してほしかったのに、夫は事実の
みを捉えて答えたのです。「そうだよな、そりゃ
あ腹が立つよな」と共感してほしかったのです。
伝える側も聞く側も「事実」と「感情」を理解し
合うことが大切です。

「伝える」と「伝わる」の違い
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❶

駿河岡部
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八幡橋❸

農学校前❺

❽藤枝本町
❾瀬戸川

11（青木）

1212新藤枝駅新藤枝駅
（旧藤枝新駅）（旧藤枝新駅）

13
高洲

18

17

14大洲

15上新田

16大井川

10（志太）

❹水守

❻大手

❼慶全寺前

　軽便が誕生して今年で１１０年。藤枝から相良・地頭方を結ぶ藤
相鉄道と、袋井から浜岡を結ぶ中遠鉄道が昭和２３年に繋がり、日
本一長い軽便「駿遠線」となりました。昭和４５年に廃線となり、既
に５3年の月日が経ちますが、今なお私たちの記憶に、そしてその
史跡が沿線のあちらこちらに残っています。藤枝市の郷土博物館に
は、当時の蒸気機関車が展示されています。
　今回は、１３年前の特集から新しい現地写真数枚を差し替えてお
届けします。ここでは、藤枝市と焼津市の範囲での軽便を辿ります。

大正２年から昭和32
年までは、藤枝 駅
から旧東海道沿いを
走っていました。今で
もろくなん本店沿い
に枕木が残っています。

⑩（志太駅）

志太駅同様に昭和32年
までは、駅へ通じる道路
と並行に走っていました。
国道が出来たため、立
体交差化して廃線となり
ました。

⑪（青木駅）

大手駅と駿河岡部間は、大正14年に開業し、
12年後の昭和11年に廃線となりました。岡
部公民館の庭園付近に駅舎がありました。

①駿河岡部駅
瀬戸川の手前50ｍにある無人駅です。勾
配がかなりあり、雨の日などに滑るので乗
客が降りたり、押したりしたといいます。

⑨瀬戸川駅

白髭神社の隣にあり、現在は、ファミリー
マートの裏手、横内白髭公園になっている
ところです。

②横内駅

東の八幡橋を下った旧広幡村の中心にあり、
岡部線では、駿河岡部、大手に次ぐ駅で
した。

③八幡橋駅

大正2年から大正８年までは、JR藤枝駅の北、100ｍの所
にありました。昭和31年、駅名を藤枝新駅から新藤枝駅
としました。下段の写真は駅舎の変遷です。

⑫新藤枝駅（旧藤枝新駅）

JR藤枝駅

藤枝新駅藤枝新駅藤枝新駅

静岡銀行
相良線相良線

相良線

大手線
（昭和32年）
大手線
（昭和32年）

大手線
（大正8年）
大手線
（大正8年）大手線

（大正2年）
大手線
（大正2年）

軽便鉄道駿遠線蹟軽便鉄道駿遠線蹟軽便鉄道駿遠線蹟

（大正2年）（大正2年）（大正2年）

新藤枝駅 藤枝新駅

（昭和31年駅名改称）

（大正8年移転）（大正8年移転）
（移転年不明）（移転年不明）

藤枝北高の前身、農学校の正門から30ｍ
の所にあり無人駅でした。手前の黒く写っ
ている所が線路です。

⑤農学校前駅
有人の駅でした。現在は、市内では唯一「藤
相鉄道高洲駅跡」の案内板が立っていて、
高洲バス停になっています。

⑬高洲駅

大手は宿場の中心で貨物も乗客も多い駅で
した。駅構内には整備を行う工場がありま
した。現在、銀行と書店がある所です。

⑥大手駅
有人の駅でした。現在は、大東町バス停
になっています。夏には志太梨の出荷で賑
わったといいます。

⑭大洲駅

無人の停留所で藤枝東高校に通う生徒が
利用しました。慶全寺からは200ｍほど東
にありました。

⑦慶全寺前駅
旧田沼街道と吉永街道の交わる辻近くに
あったので、利用客も多くありました。

⑮上新田駅

利用客が多く、駅構内は唯一複線になって
いました。しばらく当時の駅舎が安藤塗装
店の作業所として使われていました。

⑧藤枝本町駅（旧岡出山駅）
当初大井川左岸の堤防沿いにありましたが、
大正13年、１キロほど藤枝寄りに移りまし
た。近くに相川競馬場があり賑わいました。

⑯大井川駅

昭和２３年に
日本一の長さに

軽便誕生から110年

軽便（駿河岡部駅－大井川駅）の歴史
大正02年	 大手駅－藤枝新駅間開業
大正03年	 藤枝新駅－旧大井川駅間開業
大正08年	 藤枝新駅移転、路線変更
大正14年	 駿河岡部駅－大手駅間開業
昭和11年	 駿河岡部駅－大手駅間廃止
昭和23年	 藤相線と中遠線が直結し駿遠線に
	 日本一長い軽便になる（64.6km）
昭和32年	 国道一号線開通による立体化と
	 瀬戸川－新藤枝間の路線変更
昭和39年	 大手駅－新藤枝駅間廃止
昭和45年	 新藤枝駅－大井川駅間廃止

藤相鉄道唱歌と途中で消えてしまった駅と線路
　藤相鉄道唱歌は、41番まであります。曲は誰もが知っている一
般的な鉄道唱歌と同じです。
　ここには、昭和32年に国道との立体化に伴う路線変更で消えて
しまった「志太駅」と「青木駅｣ が歌われています。
　｢瀬戸川越えて下り坂　たちまち着くは志太の駅　名高きあしな
か観音も　駅の近くにあるぞかし｣ とあります。ふれあい大橋か
ら「ろくなん本店」の裏手に続く小道がその線路跡です。駅は「中
村フンムキ店」の裏にあり、「ろくなん本店」の側道には当時の枕
木が数本残っています。
　「蛍に名を得し青木川　右に左に眺めつつ　並木外れは停留場」
となっていて、駅に通じる道の一本裏側の通りが軽便の線路でし
た。「まんさいかん」に通じる交差点の角、ア
クセス21のビルの裏手に青木の駅がありました。
　また、開業当時の藤枝新駅は、駅の北100
ｍの所にあり、線路も駅移転により、大回りに
なりました。大井川駅も大正13年に１ｋｍ藤枝
寄りに移転しています。

朝比奈川橋梁

瀬戸川橋梁

無人駅で須賀神社と全居寺の近くにありま
した。この辺りは田んぼで駅の手前500ｍ
ほどが一直線でした。

④水守駅

昭和2年に株主総会用に
配布された大手－駿河
岡部間の臨時切符

写真・地図／「軽便鉄道」「懐かしの軽便鉄道いまむかし」（藤枝市郷土博物館発行）より転載 

ふれあい大橋

大井川木橋

藤相鉄道高洲駅跡

昭和39年、駅には「さ
ようなら皆さん」の看
板が付けられました。

戦時中に設計され、昭和
23年入線したもので、藤枝
市郷土博物館にあります。

静岡高校鉄道研究
会が作成しました。

高洲－新藤枝間20円、
新藤枝－大洲・高新
田間30円

廃線時の藤枝本町駅 B-15蒸気機関車 廃止記念レコード 昭和45年の切符

カーブした駐車場フェ
ンスに沿い、築堤があ
り、当時の路線の跡
を偲ぶことができます。

青島史跡保
存会が旧藤
枝新駅構内に
建てたもので
現ミキネ敷地
の植え込み部
分にあります。

⑰サンライフ藤枝 ⑱軽便鉄道駿遠線蹟



月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きな蝶や昆虫は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは可睡斎でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　8月5日㊏
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

石野雲嶺の詩の先生は誰？

　〇〇〇〇（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

icom-contact@kpnet.co.jp
 TEL:054-635-4652  FAX:054-635-4576

DX推進活動を展開中！ ⑩
チームメンバー活動やタスクの可視化
　共立アイコムのWeb制作部門は企画デザインと開発のプロセスに積極的にデジタル技術
を活用しています。オンラインミーティング、プロジェクト管理ツールを活用し、課題作業や
スケジュール、人材や資金、時間の割り当て、進捗状況の
追跡など、様々な側面をサポートし、効率的なコミュニ
ケーションを実現しています。
 また、利用者の体験や印象に注力し、ニーズ調査とデー
タ分析に基づく改善に取り組んでいます。
　将来的にはＡＩ技術を導入し、ユーザーに魅力的かつ
効果的なデジタル体験を提供することを目指しています。
お問い合せ

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

　久しぶりに入院しました。何年振りかのことでした。
むるぶの締め切りが迫っていたので、検査と点滴をし
ながらの「病院ワーク」となりました（笑）在宅ワー
クはありますが、病院ワークはあまり聞きません。い
い経験になりました。病院にWi-Fi 機能があるので、
とても助かりました。(小嶋良之 )
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8月の休日緊急医

小児科
・

5

6日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

〈内〉藤枝駅前クリニック
（駅前一）
�645･5545

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

11日（祝）

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

13日（日）

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

〈内〉ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

水守Ｂ整形外科
（水守三）
�645･7900

〈内〉西山クリニック
（平島）

�646･3003

20日（日）

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

27日（日）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉やまもと内視鏡クリニック
（志太一）
�641･2625

やまもと内視鏡クリニック
（志太一）
�641･2625

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

6日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121

11日（祝）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241

13日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

おおいし歯科医院
（立花二）
�645･2251

20日（日）

〈精〉心のクリニック
（駅前一）
�644･2928

〈婦〉香山婦人科クリニック
（水上）

�647･6200
井口歯科
（駅前三）
�645･4182

27日（日）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

スマート・デンタル・オフィス
（音羽町二）
�644･0264

□ 7月25日（火）～ 8月1日（火） 


